
【議案第53号】平成14イI 度金木町 司生会計補正予算（第 4 
号〕案 

【議案第54号】平成14イ I.度金木町介護保険特別会計補正予 
,'（第3り・）案 

【議案第55号】平成14イド度金木町国民健康保険特別会計 
( Jf.業勘定）補正予算（第3り・）案 

【議案第56号】平成14年度金オく町一老人保険特別会計補正予 
算（第 2 号）案 

【議案第57号】平成14年度金本町水道事業会計補正予算 
（第 3りり 案 

【議案第58号】平成14年度金木町農業集落排水事業特別会 
司・補正予算（第 3 号）案 

【議案第59号】金イく”リ1ミ‘i神障害者・短期人所事業利用料徴収 
条例案 

【議案第60号】金木町地域ネhlネ」基金条例のー倍6を改正する 
条例案 

【議案第61号】町道の路線廃止の件 

【議案第62号】町道の路線認定の件 

【議案第63号】固定資産評価審査委員会委員の選任の件 

【議案第64号】平成14イF度金本町・般会計補正予算（第 5 
り）案 

【議案第65号】平成14イド度金木町介護保険特別会計補正予 
算（第4 号）案 

【議案第66号】・~三成1'l年度金木町国民健康保険特別会計 
( ’」‘業勘定）補正予算（第 4 号）案 

【議案第67号】平成14イI 度金木町水道事業会計補正予算 
（第 4 号）案 

【議案第68号】平成14年度金木町農業集落排水事業特別会 
司補正予算（第 4 号）案 

【議案第69号】金木町職員の給与に条例の一部を改正する 
条例案 

【議案第70号】金木町企業職員の給与の種類及び基準に関 
する条例の 者5を改正する条例案 

【議案第71号】金木町特別職の職員の給与に関する条例の 
者ドを改正する条例案 

【議案第72号】金本町教育委員会教育長の給与及び勤務時 
問等に関する条例の一部を改正する条例案 

【議案第73号】金木町議会議員の報酬及び費用弁償等に関 
する条例の 部を改正する条例案 

【議案第74号】土地改良事業（農地・農業用施設災害復旧） 
の施行の件 

【報告第13号】専決処分した事項の報告及び承認を求める 
の件（金オぐ●リー国民健康保険条例の一部を改正する条例） 

【報告第14号】専決処分した事項の報告及び承認を求める 
の件（金木町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

【報告第15号】専決処分した事項の報告及び承認を求める 
の件（金木町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改 
正する条例） 

【報告第16号】専決処分した事項の報告及び承認を求める 
の件（金木町職員の給与天引に関する条例の一部を改正 
する条例） 

【議員発議第9号】私学助成拡充を求める意見書（案） 

【議員発議第10号】W TO農業交渉等に関する意見書（案） 

可 決 事 I頁 

数
と
ど
こ
が
管
理
し
て
い
る
の
知
り
た

い
。」
 

鳴
海
町
長
 

「
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
経
費
節
減

の
た
め
に
も
総
務
課
長
、
三
役
と
相
談

し
経
費
節
減
の
た
め
、
ま
た
よ
り
よ
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。」
「
随
意
契約
の
変
更

は
町
村
合
併
が
控
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
が
適
当
か
合
併
後
に
検
討
課
題

と
し
て
上
げ
る
べ
き
か
常
任
委
員
会
等

で
相
談
し
て
み
た
い
。
随
意
契
約
で
の

丸
投
げ
が
事
実
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
遺

憾
に
思
う
。
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
今
後
気
を
つ
け
る
ょ
う
指
導
し
て

い
き
た
い
。」
「去
年
、
 一
昨
年
と
二
年

間
か
け
て
十
年
以
上
の
職
員
は
ほ
と
ん

ど
配
置
が
え
し
た
と
認
識
し
て
お
り
、
 

他
の
仕
事
も
知
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
で
き
る
だ
け
配
置
が
え
は
仕
事
 

千
九
百
円
と
な
っ
て
い
る
。」
 

桑
田
茂
議
員
 

「財
政
が
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
業
務
の
見
直
し
を
行
い
少
し

で
も
無
理
無
駄
を
排
除
し
な
が
ら
経
営

経
費
を
削
減
し
投
資
的
経
費
を
少
し
で

も
生
み
出
す
努
力
が
必
要
と
思
う
が
こ

れ
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。」
 
「
百
三
十
万

円
以
下
の
随
意
契
約
を
百
万
円
に
改
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
聞
き
た
い
。
見

積
も
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
ど
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
。
随

意
契
約
に
お
い
て
、
丸
投
げ
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。」
「役
場
内
人
事
を
三
、
四
年
を

目
途
に
行
う
考
え
が
な
い
か
聞
き
た

い
。」
「町
村
合
併
に
つ
い
て
、
最
終
結

論
を
二
十
六
日
に
こ
だ
わ
ら
ず
住
民
投

票
で
決
着
を
つ
け
ほ
し
い
と
思
う
が
見

解
を
聞
き
た
い
。」
「公
用
車
の
所
有
台
 

上
支
障
の
な
い

よ
う
に
し

て
い
き
た

い
。」
 
「
合
併
の
方
向
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
 

ー
ト
の
結
果
か
ら
二
〇
ポ
イ
ン
ト
の
差

が
あ
り
、
こ
れ
を
住
民
の
声
と
受
け
止

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
は

住
民
投
票
ま
で
持
っ
て
い
く
と
い
う
気

持
ち
は
な
い
。」
 

総
務
課
長
 

「
白
三
十
万
円
に
満
た
な
い
工
事
を

緊
急
的
だ
と
い
う
場
合
は
見
積
も
り
合

わ
せ
を
す
る
。
こ
の
場
合
業
者
を
二
社

な
い
し
三
社
を
指
名
し
見
積
書
の
提
出

を
依
頼
し
て
最
低
見
積
も
り
社
と
契
約

と
い
う
段
取
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。
」
 

「公
用
車
は
現
在
七
十
六
台
あ
り
、
こ

の
う
ち
町
長
車
と
共
用
車
五
台
は
総
務

課
で
管
理
し
、
そ
の
他
は
各
課
で
管
理

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
委
託
管
理
車

と
消
防
団
の
車
十
七
台
も
含
ま
れ
て
い

る
。」
 

国
創
造
事
業
に
よ
り
十
二
年
度
実
施
設

計
費
一
千
八
万
円
、
十
三
年
度
ジ
ャ
ン

プ
台
と
照
明
七
基
整
備
費
四
千

一
万
五

千
円
、
十
四
年
度
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
 

コ
ー
ス
整
備
及
び
照
明
十
基
設
置
費
三

千
五
百
六
十
三
万
円
で
総
事
業
費
が
八

千
五
百
七
十
二
万
六
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
財
源
の
内
訳
は
国
一
県
補
助
金
が

補
助
率
四
分
の
三
で
六
千
四
百
ニ
ー
一
一

万
二
千
円
、
町
持
ち
出
し
が
‘
千
百
五

十
万
四
千
円
で
ほ
と
ん
ど
が
過
疎
債
を

適
用
し
て
い
る
。」
 

税
務
課
長
 

「津
軽
鉄
道
固
定
資
産
税
課
税
免
除

に
つ
い
て
、
現
在
課
税
免
除
に
関
す
る

条
例
で
は
適
用
期
間
が
平
成
十
二
年
度

か
ら
十
四
年
度
と
な
っ
て
い
る
。
今
年

度
課
税
額
百
八
十
七
万
六
千
四
百
円
の

う
ち
課
税
免
除
額
が
百
七
十
八
万
六
千

五
百
円
と
な
り
実
際
の
税
額
は
八
万
九
 

津
軽
鉄
道
に
つ
い
て
具
体
策
を
求
め
ら

れ
津
軽
鉄
道
活
性
化
協
議
会
で
市
町
村

長
が
協
議
し
赤
字
脱
却
の
た
め
の
支
援

策
と
し
て
沿
線
の
五
所
川
原
市
、
金
木

町
、
中
里
町
で
固
定
資
産
税
の
全
額
免

除
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

当
町
で
は
平
成
六
年
に
津
軽
鉄
道
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
が
制
定
さ
れ
て
以
降
、
店
舗
の

貸
付
や
土
地
の
賃
貸
に
属
す
る
部
分
を

除
外
し
た
鉄
道
用
に
供
す
る
資
産
の
課

税
免
除
を
実
施
し
て
い
る
。」
「十
五
年

度
の
予
算
は
、
地
方
債
事
業
の
増
加
で

累
積
し
た
多
額
の
地
方
債
を
抱
え
自
主

財
源
に
乏
し
い
状
況
に
あ
り
、
歳
入
に

お
い
て
は
地
方
交
付
税
の
所
要
額
の
確

保
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
歳

出
に
お
い
て
も
公
債
費
の
大
幅
な
増
加

が
見
込
ま
れ
る
な
ど
平
成
十
五
年
度
の

財
政
環
境
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い

も
の
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
債
費

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
平
成
十
六
年
に
は

赤
字
財
政
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
十
五
年
度
の
主
な
事
業

は
、
町
営
住
宅
建
て
か
え
に
伴
う
新
規

団
地
用
地
取
得
事
業
九
千
九
百
万
円
。
 

町
道
蒔
田

一
線
整
備
事
業
八
千
万
円
。
 

金
木
駅
前
開
発
事
業
の
交
流
プ
ラ
ザ
建

設
事
業
一
億
六
千
万
円
、
第
四
分
団
消

防
自
動
車
購
入
事
業
一
千
二
百
万
円
な

ど
で
あ
る
。」
「
町村
合
併
は
、
住
民
主

導
で
や
る
べ
き
だ
と
い
う
認
識
で
動
い

て
き
た
こ
と
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
尊
重
し
議
会
の
風
向
き
も
考
え
な
が

ら
二
町
二
村
で
臨
ん
で
い
く
こ
と
と
し

た
。」
 

教
育
次

長
 

「町
営
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
一
帯
整
備
と

し
て
平
成
十
二
年
度
か
ら
三
カ
年
で
国

土
交
通
省
の
個
性
と
活
力
に
満
ち
た
雪
 

広飯か倉ず J5率2月母 



1月12日、金木警察署道場において金木剣武館（館長＝一戸

彰晃）のけいこ始が行われました。 

けいこ始に集まった小学生から中学生までの23人は、早速剣

道着に着替えて初げいこを開始。気合の入った掛け声を上げな

がら打ち込みの練習に汗を流していました。 

けいこ終了後、警察署前で恒例の餅つきをした少年剣士らは

今年一年健康で元気に剣道ができるようにと、おいしいお餅を 

~ 	 雑煮やおしるこにしてたくさん食べていました。 

督
 

こ
 

屍jコらも 

で 

し
 

入I I首で1 	冒 I疑 
今年で27回目を迎えた金木地区子ども会育成連合会主

催の「百人一首大会」が1月12日、中央公民館で開かれ

ました。 

個人戦で行われた大会には、小学生から中学生までの

約20人が参加。畳の上におかれた札をはさんで正座した児童らは、読み上げられ

る上の句を真剣に聴き入り、並べられた下の句の札をいち早く取り合い、また同

時取り合いの場合のジャンケンでは一喜一憂していました。 

対戦の合い間には、中学生が中心となって参加者全員でゲームなどを行い交流

を深めていました。 

、ー， 

道場闘留で元気に初げら 
農業者トレーニングセンターで1月14日、金木柔道スポーツ少年団

本敬夫）が年頭の道場開きを行いました。 

道場開きには、幼児から小学生まで20人が参加。柔道

着姿の子どもたちは、一年間の健康と安全を祈願して神

事を行い、おはらいを受けて今年の活躍を誓いました。 

続いて、柔軟体操で体をほぐした後、元気よく掛け声

を出しながら投げ技や寝技の練習をして初げいこに汗を

流していました。 

ノ 

、 
広鞭か倉ぎ・鋒2月骨叫  



，育 

飴
 
食

物
が

腐
る
 

「
ア
メ
」
と
「ア
メ
ル
」
 

津
軽
弁

の
笑
い
話
こ

②
 

金
九
郎
が

東
京
に

出
稼
ぎ

に
未
 

て
い
た
。
 

パ
ン
を
買
っ

た
が
、
ど
う
も
中
の
 

ア
ン

コ
が
腐
っ

て
い

る
よ

う
な

の
 

で
店
員
に
訪
ね
た
。
 

「
コ
ノ
パ
ン
、
ア
メ
デ
ネ
ェ
が
」
 

「
ア
メ
（
飴
）
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
パ
 

ン
で
す
よ
」
 

「
中
身
コ
、
ア
メ
デ
ネ
ェ
が
」
 

「
お
客
さ
ん
、
パ
ン
と

言
っ

た
で
し
 

ょ
う
、
ア
メ
で
は

あ
り
ま

せ
ん
、
パ
 

ン
で
す
よ
」
 

「
中
の
ア
ン
コ
、
ア
メ
デ
ネ
ェ
が
」
 

「
中
に

も
飴
は
入
っ

て
い
ま

せ
ん
。
 

ア
ン
パ
ン
で

す
」
 

一一
人
の
話
し

は
平
行
線
を
辿
り
、
 

物
別
れ

に
な
っ
た
。
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金木津軽凧の会（会長＝福長勝義）主催の第20回金木 

A 血 轟 町凧揚げ大会が1月19日、中央公民館前の田んぽを会場 

、． . ． として行われ、県内各地から140組、約300人の愛好者が 

,' 	” 参加して腕を競い合いました。 

競技は凧の揚げ方、安定度、鳴り方を審査。スタート 

の合図とともにタイミング良く風をとらえた津軽凧が、ブンブンとうなりをあげ 

冬の空を舞っていました。また、今年から子どもの部が設けられ参加した子ども 

たちが凧揚げを楽しんでいました。 

大会の上位入賞結果は次のとおりです。（町内関係分） 

【子どもの部】オープン参加 優秀賞 長尾 和久・工藤 敦 

【町内の部】オープン参加 最優秀賞 角田 金光 

： 	 ーzへ 

‘ 	 ~ーユっ＝コ m＝、ノ二こ＼」~ぐ、 一 」．一~り一へ 

： 巨j芸尋くUU蔵ツク’お祝しも 
: I l月18日に99歳の誕生日を迎えた山形茂之進さんへ 1月20 

; I 日、山形さんが暮らしているあしの園を鳴海町長が訪れ白寿の 

, I 顕彰状と祝い金99万円を手渡レました。 	
ーデり 

: I 当日、家族や同園利用者、職員らに白寿の祝福を受けて山形 、 

~ さんは 「今後ともお世話になります。百歳まで生きたいと思い 

: I ますのでよろしくお願いします」とお礼を述べていました。 この後、同園で準備 

' I した赤飯が全員に振舞われ山形さんの白寿を祝いました。 

! I 祝い金支給 9人目となった山形さんは明治37年に金木町で生まれ、金木郵便局 

: ~ に勤務していました。あしの園の暮らしでは毎日日記をつけ、同園が発行してい 

I る I あしの園だより」にエッセーを掲載しています。 
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広報か倉ぎ縁餌2月骨 

「
金
木
の
か
た
り
べ
」
よ
り
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東京ふるさと金木会常任理事 吉 崎 治 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨1-3-22 アドニス天野 2F 
加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825・FAX 03-3942-9171 

昭和33年に嘉瀬上派立で生まれ嘉瀬小・中学校と進み、木造高校に入学しました。陸上競技部に入り棒高跳

びでインターハイ、国体と出場する事ができ楽しい高校生活でした。 

東京ノ＼行ってみようと思ったのは、ただ単に『お金を貯めたい』という理由でした。ちょうど20歳の時です。 

現在の住まいがある川崎市宮前区という場所がスタートで、仕事は外壁工事が主で住宅、マンション、高層ビ

ル大小何でも施工します。 

建設現場で働くのは初めての経験で大変苦労しました。『辞め

たい』のと『このままで田舎には帰らない』という思いで毎日を生

きてきたような気がします。 

25歳で結婚、30歳で独立しバブル時代の波に乗りましたが・・・今

あおリを受けています。19歳の長男を筆頭に17歳の次男、'15歳の

長女と子供に手がかからなくなった分、お金がかかります。 

もう一度原点に返って見直し、この不況を乗り切りたいと思い

ます。必要なのは夫婦仲良くなければダメです。 

『継続は力なリ』が好きな言葉で、今頑張っています。嘉瀬から

東京方面に出てきている人達はかなりいると思います。ぜひ金木

会があるということをお知らせください。 
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目
畏
年
金
情
報
 

1
1
 
1
 

‘
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一
こ
ん
な
時
こ
ん
な
年
金
 

国
民
年
金
は
個
人
で
は
カ
バ
ー
で

き
な
い
大
き
な
負
担
を
世
代
を
越
え

た
社
会
全
体

で
支
え
て
い

く
「
世
代

と
世
代
の
支
え
あ
い
」
の
制
度
で
す
。
 

若
い
世
代
の
方
は
「
年
金
は

お
年

よ
り
の
た

め
の
も
の
。
自
分
に

は
関

係
の
な
い
こ
と
だ
。
」
と
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
年
金
は
老
後
の
生
活
を

支
え
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「今
」
 

の
あ
な
た
も
き
ち
ん
と
支
え
て
く
れ

る
制
度
で
す
。
 

支
給
さ
れ
る
年
金
に
は
ど
の
よ
う

な
種
類
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

高
齢
者
に
な
っ
た
時

‘
・
【
 

老
齢
基

礎
年
金
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む

）
が

二
十
五
年
以
上
あ
る
方
が
六
十
五
歳

に
な
っ
た
時
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

▼
年
金
額
 

8
0
4
,2
0
0
円

※
こ
の
金
額
は
保
険
料
を
四
十
年
間

納
め
た
人
の
満
額
の
金
額
で
す
。
 

事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
時
i
 

障
害
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
加
入
者
が
事
故
や
病
気

で
障
害
が
残
っ
た
時
、障
害
の
状
態
（
1
 

級
・2
級
）
に応
じ
て
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

▼
年
金
額
 

1
級
障
害

1
,0
0
5
,3
0
0
円
 

2
級
障
害
 

8
0
4
,2
0
0
円
 

一
家
の働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
時
‘
・
・

遺
族
基
礎
年
金
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
資
格

期
間
の
あ

る
方
が
亡
く
な
っ

た
時
、
 

そ
の
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た

子
（
※
）
の
あ
る
妻
や
子
が
年
金
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

▼
年
金
額
 

子
（1
人
）
の
あ
る
妻
 

1
,0
3
5
,6
0
0
円

子
（
本
人）
 

8
0
4
,2
0
0
円

※
こ
の
場
合
の
子

と
は
、
十
八
歳
に

達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
れ
ら

の
年
金
を
受
け

る
に
は
、
毎
月
の
国
民

年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
 

自
分
の
今
と
将
来
の
た
め
に
も
国

民
年
金
制
度
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
考

え
て
、
毎
月
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
 

一
便
利
な
口
座
振
替
を利
用
し
ま
し
よ
う
 

皆
さ
ん
は
国
民
年
金
保
険
料
を
ど

の
よ
う
に
納
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
 

ロ
座
振
替

を
利
用
す

る
と
、
指
定

さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的

に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の

で
、納
め
忘
れ
を
防
げ
ま
す
し
、
毎
月

金
融
機
関
を
訪
れ
る
手
間
も
省
け
ま

す
。
 

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、金
融
機
関
・

郵
便
局
の
窓
口
に
通
帳
、
印
鑑
、
納
付

書
を
持
参
し
、
「
国
民
年
金
保
険
料
口

座
振
替
申
出
書

」
に
記
入
す
る
だ
け

で
す
。
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を

な
く
し
、
将
来
の
大

切
な
年
金
を

よ

り
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
口

座
振
替
の
活
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
b
 吏

 

ル
 

r
 

「
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『継続は力 な り 』 

川崎市に在住し、本会の常任理事を務めている嘉瀬出身の

吉崎 治さんのお便りを紹介します。 

尋るさと金木 



～理学療法 
について～ 

\ 
理学療法士 

工藤 正美 

ノ 、
 

r,. 

へ
 

(
 

凹
《
圏
凹
昌
賎
曾
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
言
葉
を

一
度
は
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン

と
言
う
よ
り
も
リ
ハ
ビ
リ
と
言

っ
た
方
が
馴
染
み
が
深
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

で
は
こ
こ
で
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

簡
単
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
 

「全
人
間
的
復
権
」
と
い
う
意
味

で
す
。
例
え
ば
、
右
手
が
動
か

な
く
な
っ
た
ら
、
左
手
を

い
か
 

に
使
う
か
、
右
足
が
動
か
な
く

な
っ
た
ら
、
い
か
に
杖
や
補
装

具
を
使
っ
て
歩
く
か
、
家
の
改

造
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い

っ
た
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い

よ
う
な
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
人
が
、
そ
の

後
の
人
生
を
い
か
に
有
意
義
な

生
活
を
送
る
か
、
と
い
っ
た
生

活
の
質
（
Q
O
L

…
q
u
a
l
i

ty
o「
 

1
i
f
e
）
を
高
め
る
た
め
に
は
、
家

族
・
介
護
者
の
支
え
ゃ
手
助
け

が
必
要
で
あ
り
重
要
な
こ
と
と

い
え
ま
す
。
 

職
欝
喝
「
い
で
 

リ
ハ
ビ
リ
に
関
わ
る
専
門
職

種
に
は

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば

理
学
療

法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚

士
・
義
肢
装
具
士
等
で
す
が
、
 

公
立
金
木
病
院
に
は
現
在
、
理

学
療
法
士
が

3
名
勤
務
し
、

入

院
、
外
来
患
者
の
理
学
療
法
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

瑠
卿
癖
腿
昌
讐
 

理
学
療
法
と
い
う
と
、
痛
い
 

と
こ
ろ
を
温
め
た
り
、

マ
ッ
サ
 

ー
ジ
を
し
た
り
と
い
っ
た
イ
メ
 

ー
ジ
が
浮
か
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
実
際
は
、
運
動
療

法
や
物
理
療
法
な
ど

に
よ
っ
て

治
療
を
行
い
ま
す
。
 

(
H冒
」副
瞭
闘
U
 

運
動
療
法
は
日
常
生
活
の
中

で
必
要
な
、
寝
返
る
、
起
き
上

が
る
、
坐
る
、
立
ち
上
が

る
、
 

歩
く
と
い
っ
た
動
作
の
獲
得
や

固
く
な
っ
た
関
節
の
動
く
範
囲

を
拡
大
、
筋
力
の
強
化
を
し
ま

す
。
例
え
ば
脳
血
管
疾
患
な
ど

に
よ
り
半
身
が
麻
庫
し
た
場
合
、
 

ベ
ッ
ド
上
で
は
寝
返
り
ゃ
起
き

上
が
り
、
坐
位
の
練
習
を
し
ま

す
。
状
態
が
安
定
し
て
き
た
ら

訓
練
室
で

の
訓
練

へ
と
進
め
て

い
き
ま
す
。
訓
練
室
で
は
車
い

す
か
ら
治
療
台
へ

の
乗
り
移
り

の
練
習
や
立
位
バ
ラ
ン
ス
を
繰

り
返
し
練
習
し
ま
す
。
立
位
の

バ
ラ
ン
ス
が
安
定
し
て
き
た
ら
、
 

平
行
棒
内
で
の
歩
行
練
習
が
開

始
さ
れ

一
本
杖
な
ど
歩
行
へ
と

進
め
て
い
き
ま
す
。
歩
行
は
患

者
の
状
態
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
安
全
な
方
法
で
歩
行
で
き
る

よ
う
に
理
学
療
法
士
が
指
導
し

ま
す
。
 

次
に
整
形
疾
患
の
患
者
さ
ん

に
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
関
節
可

動
域
訓
練
と
筋
力
強
化
に

つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
五
十
肩
や

骨
折
な
ど

で
手
術
ゃ
ギ
プ

ス
固

定
に
よ
り
関
節
が
固
く
な
っ
た

り
、
動
き
が
悪
く
な
っ
た
場
合
、
 

関
節
可
動
域
訓
練
を
行
い
ま
す
。
 

関
節
可
動
域
訓
練
と
は
、
曲
げ

た
り
伸
ば
し
た
り
が
十
分
で
き

な
く
な
っ
た
関
節
の
動
く
範
囲

を
拡
大
し
た
り
、
そ
れ
以
上
固

く
な
ら
な
い
よ
う
に
動
き
を
維

持
す
る
訓
練
の
こ
と
で
す
。
ま

た
膝
の
関
節
症
に
よ
り
膝
の
痛

み
が
あ
る
場
合
、
大
腿
四
頭
筋
 

（
もも
の
筋
肉
）
の
筋
力
の
低
下

を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
椅
子
な
ど
に

坐
っ
て
足
首
に
錘
を

つ
け
て
膝

を
伸
ば
す
訓
練
を
す
る
こ
と
が

筋
力
強
化

訓
練
と
い

い
ま
す
。
 

大
腿
四

頭
筋
の
筋
力
を
鍛
え
る

こ
と
に
よ
り
膝
の
痛
み
を
和
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

物
理
療
法
に
は
、
温
熱
療
法
、
 

水
治
療
法
、
牽
引
療
法
、
電
気

療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
実
際

皆
さ
ん
が
良
く
言
わ
れ

て
い
る
 

“電
気
を
か
け

る
”
は
こ
れ
ら
 

の
治
療
法
を
指
し

て
い
ま
す
。
 

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
療
法
に
つ
い

て
簡
単
に
お
話
し
し
ま
す
。
温

熱
療
法
に
は
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
と

パ
ラ
フ
イ
ン
浴
が
あ
り
ま
す
。
 

ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
は
首

・肩
・
腰
・

膝
を
温
め
る
こ
と
に
よ
り
疾
痛

を
緩
和
し
、
そ
の
後
、
運
動
療

法
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

パ
ラ
フ
ィ

ン
浴
は
現

在
、
 

振
動
病
患
者

の
手
指
の
血
行
を

改
善
す
る
治
療
に
使
用
し
て
い

ま
す
。
水
治
療
法
に
は
渦
流
浴

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
け
が

ゃ
骨
折
の
手
術
後
関
節
の
動
き

が
悪
い
と
き
、
泡
の
出
る
機
械

を
使
っ
て
お
湯
の
中
で
手
や
足

関
節
を
自
分
で
動
か
す
こ
と
に

よ
り
関
節
の
動
き
を
良
く
す
る

と
き
に
使
用
し
ま
す
。
牽
引
療

法
に
は
、
腰
椎
牽
引
、
頚
椎
牽

引
が
あ
り
ま
す
。
と
も
に
椎
間

板
ヘ
ル

ニ
ァ
、
変
形
性
脊
椎
症

な
ど
が
対
象
と
な
り
痛
み
の
緩

和
、
循
環
の
改
善
の
た
め
に
行

い
ま
す
。
電
気
療
法
は
主
に
低

周
波
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
治
療
は
、
筋
力
の
低
下
に

よ
っ
て
肩
が
挙
が
ら
な
く
な
っ

た
り
、
首
や
腰
が
痛
い
時
な
ど
、
 

筋
力
の
増
強
や
鎮
痛
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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明るく、元気！そして 

BlGになれ！! 
（両親 直紹・久子より） 

1服齢 

白 

川 

郷
文

（5
1才
）

川
 
倉
 

は
や
と
 

菊
池
 
駿

斗

（
大
介
）
川
 
倉
 

舛

甚
 
翻
太

（
正
彦
）

嘉
 
瀬
 

霧
」美
」慧
「一慧
 

霧

佳
慧
一籍
 

霧
」
「
一
噂
蕪
 お

 
く
 
や
 
み
 

福
井
 

キ
 
セ
（

7
6才
）

金
 

木
 

中

村
 
兼

雄
（

8
2才
）

喜
良

市
 

秋

元
 
定

美
（
翼
才
）
嘉
 
瀬
 

新

岡
 
ナ

ミ
（
8
8才
）
喜
良

市
 

徳
田

亀
千

代
（

8
2才
）
蒔
 
田
 

芳

賀
 
キ
 
シ

（6
3才
）
金
 

木
 

米

塚
文
史

朗
（

5
3才
）
金
 

木
 

中

村
 
コ
 
ト

（8
9才
）
金
 
木
 

ー
」

？
 

【
 

A
 

ノ
 
	! 
	~  

β屑
冒
 

三
上
 

伯
（
耕
路

）
金
 

木
 
木

村
 
兼

作

（8
6才
）
金
 

木
 

お
し

あ
わ

せ
に
 

神
 
敏
昭

（5
5才）
金
 
木
 、 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し

た
い

方
は
企
画
観
光
課

ま
で
 

こ
の
欄
は
金
木
町

に
住
所
を

有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

ノ
 
掲
載
を
希
望
し

な
い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の
際

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 
、
 

ク
 
才
ー
．

J
一「4
で
三
ー「ノ
し
ー
ノ
ー日
I
三
口ワ
ー
川
I
l
~
L
"

'
E
~

Lレ
ー
 
‘7
】
くt
 
報
 

'J 	る で合 i ま お 

木村 荊瑠ちゃん 

(12月24日生） (12月27日生） 

イ 
菊池 駿斗くん 	棟方 麻央ちゃん 

はや と 

(1月14日生） 

お
め

で

と

う
》
 

奈
良

く
る
み

（
忍
）
喜
良

市
 

棟
方
 
麻
央

（
龍
峰
）
喜
良

市
 

『十
］『周
厨
闘
分
』
 

周
園
出
分
』
 

早く一緒に遊ぼうね。 
（兄 暗嗣・姉 美羽より） 

兄弟仲良く育って下さい。 

（両親 大介・幸子より） 

レー～ 

1月末現在 前年同月比 

男 	5, 620人 △ 41人 

女 	6, 237人 △ 41人

計 11,857人 △ 82人 

世帯数 4,065 	1 

r気
回
怠
篇

＼
 

ロ
一
月
二
十
四

目
 

鍵
三
個
（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
付
）
 

三
味
線
会
館
内
 

。
一
月
三
十
日
 

財
布

（
黒色
 
札
入
れ

）
 

ス
ー
パ
ー
な
り
た
駐
車
場
 

前
路
上
 

心
当
た
り
の
方
は
金

木
警
察

署
落
し
物
係
ま
で
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